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『
練
り
切
り
』づ
く
り
講
習

『
練
り
切
り
』づ
く
り
講
習
於
:
９
月
２２
日

　

沼
津
市
商
工
会

原
支
所
女
性
部
講
習
会

　

最
近
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
の　
　

　
　

で
紹
介
さ
れ
る
曲
を
聴
く
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
「
こ
う
い
う

曲
好
き
な
人
は
聴
い
て
み
て
」
と

い
う
一
言
に
、
曲
の
一
部
が
流
れ

る
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
す
が
、
押

し
付
け
ず
に
興
味
を
か
き
立
て
る

巧
み
な
仕
組
み
で
す
。

　

そ
の
曲
を
検
索
し
て
聴
く
と
、

Ａ
Ｉ
が
私
の
好
み
を
読
み
取
る
よ

う
で
、
似
た
曲
の
動
画
を
提
案
し

て
き
ま
す
。
三
割
ほ
ど
の
確
率
で

「
当
た
り
」
と
思
え
る
提
案
が
あ

り
、
精
度
に
感
心
す
る
一
方
、
末

恐
ろ
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お　
　
　
　

に
は
、
地
元
の

名
所
や
飲
食
店
を
紹
介
す
る
動
画

も
数
多
く
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
会
員
事
業
所
の
お
店
も
登

場
し
て
お
り
、
実
際
に
来
店
者
が

増
え
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
事
例
を
見
る
と
、
シ
ョ
ー

ト
動
画
の
発
信
力
は
侮
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
商
工
会
で
は
11
月
14

日
に
「
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
が
旬

の
販
促
手
段
を
効
果
的
に
学
べ
る

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。      　
　

指
導
員
Y
K

   

指
導
員
だ
よ
り

原
の
二
団
体
に
所
属
し
て

　

徳
川
家
康
は
江
戸
幕
府
開
設
と

共
に
京
と
江
戸
の
間
に
五
十
三
の

宿
駅
を
設
け
、
原
宿
は
そ
の
一
つ

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
大
切
な
歴
史

文
化
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
歴
史

好
き
な
同
志
が
集
ま
り
組
織
し
た

の
が
「
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
」

で
す
。
会
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
（
文
芸
復

興
）

=

「
温
故
知
新
（
故
き
を
訪

ね
て
新
し
き
を
知
る
）
」
か
ら
命

名
し
、
平
成
九
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
年
五
回
の
学
習
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を

し
、
今
年
で
二
十
八
年
に
な
り
ま

す
。
私
も
二
代
目
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

会
と
し
て
は
「
原
の
家
号
」
・

「
原
の
屋
敷
神
と
講
」
を
冊
子
に

し
、
ま
た
原
全
域
の
石
造
物
の
調

査
を
し
ま
し
た
。
私
は
併
せ
て
原

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
も
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
は
原
地
区
を
観
光
な
ど
で
訪
ね

て
来
る
人
に
原
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
等
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
原

町
商
工
会
の
観
光
部
会
が
開
催
し

た
ガ
イ
ド
育
成
講
座
を
受
講
し
た

人
で
構
成
、
正
式
に
平
成
十
年
、

商
工
会
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
と
し
て
発
足
、
そ
の
後
、

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」
と
改
称
し
て
再
出

発
し
、
原 

浮
島
地
区
を
観
光
す

る
人
達
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

「
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
」
と

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ガ
イ
ド
の
会
」
は
原
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
生
涯
学
習

部
に
所
属
し
、
互
い
に
協
力
し
合

い
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」
は
沼
津
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
・
戸
田
観

光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の
会
と

も
連
携
を
深
め
、
交
流
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
微
力
な
が
ら

二
つ
の
会
に
参
加
し
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
動
画
で
伝
え
る
魅
力

   

新
会
員
の
ご
紹
介（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

杉
山
大
助
（
戸
田
）

           

不
動
産
賃
貸
・
宿
泊

㈱
Ｍ
ｕ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
（
東
部
）

　

桑
原
大
樹　

製
造
業

浅
原
亮
弘
（
六
軒
町
） 

配
送
業

大
阪
た
こ
焼
き 

し
あ
わ
せ
や
（
愛
鷹
）

　

田
中
ま
な
み　

移
動
販
売

Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ 

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
c
ｅ
（
富
士
）

　

三
橋
賢　

菓
子
製
造
小
売

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ　

Ｎ
ａ
ｉ
ｌ
（
六
軒
町
）

　

鷲
山
沙
弥
佳　

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
22
日
（
月
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
指
定
し
て

い
な
い
原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

様
々
な
場
面
で
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
受
け
、
本
会
で
は
９
月
17
日
、

10
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
販

促
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
神
南
臣
之

輔
先
生
を
お
迎
え
し
、
標
記
の
テ

ー
マ
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
「　
　
　
　
　

の
基
本

と
活
用
体
験
」
と
題
し
、
Ａ
Ｉ
の

基
本
的
な
仕
組
み
や
操
作
方
法
、

活
用
事
例
に
つ
い
て
、
２
日
目
は

「
『
Ａ
４
』
１
枚
ア
ン
ケ
ー
ト
×

　
　
　
　
　

で
伝
わ
る
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
、
チ
ラ
シ
や
S
N
S
な

ど
実
務
で
役
立
つ
具
体
的
な
発
信

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
は
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で

進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
で
利
用
す
る
だ
け
な
ら
便
利
で

す
が
、
効
果
的
な
情
報
発
信
（
＝

売
れ
る
広
告
）
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
に
適
切
な
指

示
を
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
の
基
礎

を
わ
か
り
や
す
く
理
解
で
き
た
」

「
自
社
の
業
務
改
善
に
取
り
入
れ

る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
事
業
活
動
に

対
す
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

本
会
が
策
定
し
た
経
営
発
達
支

援
計
画
で
は
「
小
規
模
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
11

月
に
は
「
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
編
集

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
、
12
月
に
は

「　
　
　

を
活
用
し
た
業
務
改
善

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の

活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

伝
わ
る
発
信
実
施
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
支
援
事
業

C
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最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

　

10
月
５
日
に
部
田
（
へ
だ
）
神

社
の
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戸

田
支
所
の
青
年
部
は
、
今
年
も
出

店
で
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

青
年
部
は
伝
統
の
焼
き
そ
ば
と
焼

　

９
月
22
日
（
月
）
、
商
工
会
館

に
て
「
練
り
切
り
づ
く
り
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
商
工
会
員
の
全
事
業

所
の
皆
さ
ま
へ
事
前
に
ご
案
内
を

行
い
、
女
性
部
員
以
外
の
方
に
も

広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

練
り
切
り
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
方

も
多
く
、
最
初
は
不
安
そ
う
な
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
４
種
類

の
練
り
切
り
を
製
作
す
る
中
で

徐
々
に
手
つ
き
も
慣
れ
、
皆
さ
ん

の
技
術
が
向
上
し
て
い
く
様
子
が

印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
は
「
静
岡
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
練
り
切
り
を
制
作

し
ま
し
た
。
富
士
山
や
お
茶
な
ど
、

静
岡
ら
し
い
モ
チ
ー
フ
を
表
現
し

な
が
ら
、
味
わ
い
と
見
た
目
の
両

方
を
楽
し
め
る
内
容
と
な
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
季
折
々
の

モ
チ
ー
フ
で
楽
し
め
る
練
り
切
り

は
、
今
後
も
女
性
部
の
継
続
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
習
は
女
性
の
参
加
が

中
心
で
し
た
が
、
練
り
切
り
づ
く

「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」
の
制
作

な
ど
で
知
ら
れ
る
戸
田
出
身
の
佐

藤
雅
彦
氏
が
、
戸
田
に
建
設
を
計

画
し
て
い
る
「
富
士
山
と
海
を
見

な
が
ら
考
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
構
想
を
伝
え
る
住
民
説
明
会
が

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
佐
藤
氏
が
こ
れ

ま
で
携
わ
っ
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど

の
仕
事
に
触
れ
、
佐
藤
氏
の
足
跡

が
詰
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な

る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
田
で
過
ご
し
た
幼
少

期
の
思
い
出
や
、
戸
田
へ
の
想
い

に
つ
い
て
力
強
く
語
り
か
け
て
い

た
の
も
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
御
浜

に
あ
っ
た
国
民
宿
舎
の
跡
地
を
活

用
し
て
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
を
進
め
る
（
一
社
）
佐

藤
雅
彦
教
育
文
化
財
団
に
よ
る
と
、

教
育
、
文
化
振
興
、
地
域
活
性
化
、

防
災
の
機
能
を
盛
り
こ
ん
だ
施
設

と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
プ

ン
は
２
０
２
９
年
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら

「
時
間
額
１
，
０
９
７
円
」
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定
の
産
業

に
は
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
静
岡
労
働
局
賃
金
室
（

電
話
０
５
４‐２
５
４‐６
３
１

５
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
。

り
に
ご
興
味
の
あ
る
男
性
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。
美
味
し
く
、
見

た
目
も
華
や
か
で
、
集
中
し
て
取

り
組
め
る
時
間
は
、
き
っ
と
多
く

の
方
に
と
っ
て
楽
し
い
体
験
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
開
催
時

に
は
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

き
鳥
、
輪
投
げ
な
ど
の
模
擬
店
を

運
営
。
昨
年
は
早
く
売
り
切
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
仕
込
み
の
量
を

増
や
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
午

前
中
で
好
評
の
う
ち
に
完
売
し
ま

し
た
。

　

出
店
に
際
し
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
今
後
も
地
域
を
盛

り
上
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
の
神
社
③

浅
間
神
社（
一
本
松
）

　
一 

本
松
の
旧
村
社
で
、祭
神
と
し

て
木
花
咲
耶
姫
命（
浅
間
大
神
）・

邇
邇
杵
命（
愛
鷹
大
神
）・松
尾
大

神（
大
山
咋
神
）の
三
神
を
祀
る
為
、

「
三
社
宮
」と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。創
建
は
慶
安
三
年（
一六

五
〇
）。昔
か
ら
境
内
社
と
し
て
拝

殿
西
側
に
三
扉
の
神（
櫛
摩
知
命・

大
己
貴
命・少
彦
名
命
）と
入
口
東

側
に
天
王
社
、道
祖
神
が
あ
り
ま

す
。例
祭
日
は
十
月
十
七
日
。神

社
入
口
に
は
共
進
学
舎（
一
本
松
青

年
夜
学
舎
）の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

要
石
神
社（
一
本
松
）

　

無
格
社
。祭
神
は
邇
邇
杵
命
。

寛
永
十
年（
一六
三
三
）頃
、二
代
目

大
橋
五
郎
左
衛
門
が
創
建
。要
石

（
鹿
島
神
宮・香
取
神
宮
の
要
石
と

共
に
日
本
三
要
石
と
言
わ
れ
る
）

を
御
神
体
と
し
、こ
の
要
石
が
地
震

を
起
こ
す
と
言
わ
れ
る
大
鯰
を
押

さ
え
て
い
る
為
、こ
の
地
に
は
大
地

震・大
津
波
な
ど
の
被
害
が
な
い
と

言
わ
れ
伝
説
は
広
く
世
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。又
、こ
の
神
社
に
耳
の

悪
い
人
が
穴
あ
き
石
を
奉
納
し
祈

願
す
る
と
良
く
な
る
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
り
ま
す
。祭
礼
は
正
・

五・九
の
二
十
八
日
。

浅
間
愛
鷹
神
社（
桃
里
）

　

桃
里
の
旧
村
社
。祭
神
は
木
花

咲
耶
姫
命
と
邇
邇
杵
命
の
夫
婦
神
。

延
享
二
年（
一七
四
五
）創
建
。境
内

に
は
山
神
社（
大
山
衹
神
）・天
王

社（
須
佐
之
男
命
）が
あ
り
ま
す
。

又
、神
社
入
口
に
助
兵
衛
新
田
改

称
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。現
在

の
建
物
は
昭
和
四
十
四
年
に
再
建
。

例
祭
日
は
十
月
十
七
日
。他
に
桃

里
に
は
桜
地
蔵
尊
・
稲
荷
神
社
が

あ
り
ま
す
。

八
幡
神
社（
植
田
）

　

植
田
の
旧
村
社
。祭
神
は
誉
田

別
命（
十
五
代
応
神
天
皇・八
幡
大

菩
薩
）。他
に
息
長
帯
姫
命（
神
功

皇
后
・
応
神
天
皇
の
母
）、比
売
大

神（
奥
津
島・市
杵
島・多
岐
津
比

売
の
三
女
神
）を
祀
っ
て
い
ま
す
。

創
建
は
宝
永
四
年（
一七
〇
七
）。総

本
宮
は
宇
佐
八
幡
。八
幡
神
は
国

家
鎮
護・厄
除
け・安
産・育
児
等
の

神
徳
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
祭
日
は
十
月
十
七
・
十
八
日
。       

  

本
号
に
て「
原
地
域
の
歴
史
に

  

つ
い
て
」の
寄
稿
は
終
了
と

  

な
り
ま
す
。長
期
間
ご
覧
頂
き

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月 

宏
充

　

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
顧
問
）

原
支
所
女
性
部 

講
習
会

　

10
月
16
日
〜
17
日
に
、
戸
田
支

所
の
視
察
研
修
と
し
て
、
今
年
も

東
京
都
内
へ
マ
ス
コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
静
岡
県
東
京
事
務
所
、
観
光

経
済
新
聞
社
、
静
岡
県
移
住
相
談

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
訪
問
先
で
戸
田
の
秋
・
冬

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ

か
、
観
光
や
移
住
に
関
す
る
最
新

の
動
向
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
美
術
館
で
開
催
の

『
佐
藤
雅
彦
展　

新
し
い
×
（
作

り
方
＋
分
か
り
方
）
』
も
見
学
し

ま
し
た
。
ポ
リ
ン
キ
ー
や
ド
ン
タ

コ
ス
と
い
っ
た
、
佐
藤
氏
が
こ
れ

ま
で
手
掛
け
た
数
々
の
Ｃ
Ｍ
作
品
、

実
物
の
ピ
タ
ゴ
ラ
装
置
な
ど
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
展
示
物
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

作
品
づ
く
り
に
お
け
る
佐
藤
氏
の

い
わ
ば
創
作
論
に
触
れ
ら
れ
る
展

示
も
あ
り
、
佐
藤
氏
の
頭
の
中
を

垣
間
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
会
期
は
11
月
３
日
ま

で
で
す
が
、
９
月
末
時
点
で
予
約

の
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
す
る
人
気
ぶ

り
で
、
平
日
で
も
多
く
の
お
客
様

が
来
館
し
て
い
ま
し
た
。
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と
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彦
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画
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●
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所
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動

部
田
神
社
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店
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視
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マ
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キ
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実
施
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最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

　

10
月
５
日
に
部
田
（
へ
だ
）
神

社
の
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戸

田
支
所
の
青
年
部
は
、
今
年
も
出

店
で
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

青
年
部
は
伝
統
の
焼
き
そ
ば
と
焼

　

９
月
22
日
（
月
）
、
商
工
会
館

に
て
「
練
り
切
り
づ
く
り
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
商
工
会
員
の
全
事
業

所
の
皆
さ
ま
へ
事
前
に
ご
案
内
を

行
い
、
女
性
部
員
以
外
の
方
に
も

広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

練
り
切
り
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
方

も
多
く
、
最
初
は
不
安
そ
う
な
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
４
種
類

の
練
り
切
り
を
製
作
す
る
中
で

徐
々
に
手
つ
き
も
慣
れ
、
皆
さ
ん

の
技
術
が
向
上
し
て
い
く
様
子
が

印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
は
「
静
岡
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
練
り
切
り
を
制
作

し
ま
し
た
。
富
士
山
や
お
茶
な
ど
、

静
岡
ら
し
い
モ
チ
ー
フ
を
表
現
し

な
が
ら
、
味
わ
い
と
見
た
目
の
両

方
を
楽
し
め
る
内
容
と
な
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
季
折
々
の

モ
チ
ー
フ
で
楽
し
め
る
練
り
切
り

は
、
今
後
も
女
性
部
の
継
続
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
習
は
女
性
の
参
加
が

中
心
で
し
た
が
、
練
り
切
り
づ
く

「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」
の
制
作

な
ど
で
知
ら
れ
る
戸
田
出
身
の
佐

藤
雅
彦
氏
が
、
戸
田
に
建
設
を
計

画
し
て
い
る
「
富
士
山
と
海
を
見

な
が
ら
考
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
構
想
を
伝
え
る
住
民
説
明
会
が

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
佐
藤
氏
が
こ
れ

ま
で
携
わ
っ
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど

の
仕
事
に
触
れ
、
佐
藤
氏
の
足
跡

が
詰
ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な

る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
田
で
過
ご
し
た
幼
少

期
の
思
い
出
や
、
戸
田
へ
の
想
い

に
つ
い
て
力
強
く
語
り
か
け
て
い

た
の
も
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
御
浜

に
あ
っ
た
国
民
宿
舎
の
跡
地
を
活

用
し
て
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
を
進
め
る
（
一
社
）
佐

藤
雅
彦
教
育
文
化
財
団
に
よ
る
と
、

教
育
、
文
化
振
興
、
地
域
活
性
化
、

防
災
の
機
能
を
盛
り
こ
ん
だ
施
設

と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
プ

ン
は
２
０
２
９
年
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら

「
時
間
額
１
，
０
９
７
円
」
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定
の
産
業

に
は
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
静
岡
労
働
局
賃
金
室
（

電
話
０
５
４‐２
５
４‐６
３
１

５
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
。

り
に
ご
興
味
の
あ
る
男
性
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。
美
味
し
く
、
見

た
目
も
華
や
か
で
、
集
中
し
て
取

り
組
め
る
時
間
は
、
き
っ
と
多
く

の
方
に
と
っ
て
楽
し
い
体
験
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
開
催
時

に
は
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

き
鳥
、
輪
投
げ
な
ど
の
模
擬
店
を

運
営
。
昨
年
は
早
く
売
り
切
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
仕
込
み
の
量
を

増
や
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
午

前
中
で
好
評
の
う
ち
に
完
売
し
ま

し
た
。

　

出
店
に
際
し
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
今
後
も
地
域
を
盛

り
上
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
の
神
社
③

浅
間
神
社（
一
本
松
）

　
一 

本
松
の
旧
村
社
で
、祭
神
と
し

て
木
花
咲
耶
姫
命（
浅
間
大
神
）・

邇
邇
杵
命（
愛
鷹
大
神
）・松
尾
大

神（
大
山
咋
神
）の
三
神
を
祀
る
為
、

「
三
社
宮
」と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。創
建
は
慶
安
三
年（
一六

五
〇
）。昔
か
ら
境
内
社
と
し
て
拝

殿
西
側
に
三
扉
の
神（
櫛
摩
知
命・

大
己
貴
命・少
彦
名
命
）と
入
口
東

側
に
天
王
社
、道
祖
神
が
あ
り
ま

す
。例
祭
日
は
十
月
十
七
日
。神

社
入
口
に
は
共
進
学
舎（
一
本
松
青

年
夜
学
舎
）の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

要
石
神
社（
一
本
松
）

　

無
格
社
。祭
神
は
邇
邇
杵
命
。

寛
永
十
年（
一六
三
三
）頃
、二
代
目

大
橋
五
郎
左
衛
門
が
創
建
。要
石

（
鹿
島
神
宮・香
取
神
宮
の
要
石
と

共
に
日
本
三
要
石
と
言
わ
れ
る
）

を
御
神
体
と
し
、こ
の
要
石
が
地
震

を
起
こ
す
と
言
わ
れ
る
大
鯰
を
押

さ
え
て
い
る
為
、こ
の
地
に
は
大
地

震・大
津
波
な
ど
の
被
害
が
な
い
と

言
わ
れ
伝
説
は
広
く
世
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。又
、こ
の
神
社
に
耳
の

悪
い
人
が
穴
あ
き
石
を
奉
納
し
祈

願
す
る
と
良
く
な
る
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
り
ま
す
。祭
礼
は
正
・

五・九
の
二
十
八
日
。

浅
間
愛
鷹
神
社（
桃
里
）

　

桃
里
の
旧
村
社
。祭
神
は
木
花

咲
耶
姫
命
と
邇
邇
杵
命
の
夫
婦
神
。

延
享
二
年（
一七
四
五
）創
建
。境
内

に
は
山
神
社（
大
山
衹
神
）・天
王

社（
須
佐
之
男
命
）が
あ
り
ま
す
。

又
、神
社
入
口
に
助
兵
衛
新
田
改

称
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。現
在

の
建
物
は
昭
和
四
十
四
年
に
再
建
。

例
祭
日
は
十
月
十
七
日
。他
に
桃

里
に
は
桜
地
蔵
尊
・
稲
荷
神
社
が

あ
り
ま
す
。

八
幡
神
社（
植
田
）

　

植
田
の
旧
村
社
。祭
神
は
誉
田

別
命（
十
五
代
応
神
天
皇・八
幡
大

菩
薩
）。他
に
息
長
帯
姫
命（
神
功

皇
后
・
応
神
天
皇
の
母
）、比
売
大

神（
奥
津
島・市
杵
島・多
岐
津
比

売
の
三
女
神
）を
祀
っ
て
い
ま
す
。

創
建
は
宝
永
四
年（
一七
〇
七
）。総

本
宮
は
宇
佐
八
幡
。八
幡
神
は
国

家
鎮
護・厄
除
け・安
産・育
児
等
の

神
徳
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
祭
日
は
十
月
十
七
・
十
八
日
。       

  

本
号
に
て「
原
地
域
の
歴
史
に

  

つ
い
て
」の
寄
稿
は
終
了
と

  

な
り
ま
す
。長
期
間
ご
覧
頂
き

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月 

宏
充

　

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
顧
問
）

原
支
所
女
性
部 

講
習
会

　

10
月
16
日
〜
17
日
に
、
戸
田
支

所
の
視
察
研
修
と
し
て
、
今
年
も

東
京
都
内
へ
マ
ス
コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
静
岡
県
東
京
事
務
所
、
観
光

経
済
新
聞
社
、
静
岡
県
移
住
相
談

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
訪
問
先
で
戸
田
の
秋
・
冬

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ

か
、
観
光
や
移
住
に
関
す
る
最
新

の
動
向
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
美
術
館
で
開
催
の

『
佐
藤
雅
彦
展　

新
し
い
×
（
作

り
方
＋
分
か
り
方
）
』
も
見
学
し

ま
し
た
。
ポ
リ
ン
キ
ー
や
ド
ン
タ

コ
ス
と
い
っ
た
、
佐
藤
氏
が
こ
れ

ま
で
手
掛
け
た
数
々
の
Ｃ
Ｍ
作
品
、

実
物
の
ピ
タ
ゴ
ラ
装
置
な
ど
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
展
示
物
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

作
品
づ
く
り
に
お
け
る
佐
藤
氏
の

い
わ
ば
創
作
論
に
触
れ
ら
れ
る
展

示
も
あ
り
、
佐
藤
氏
の
頭
の
中
を

垣
間
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
会
期
は
11
月
３
日
ま

で
で
す
が
、
９
月
末
時
点
で
予
約

の
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
す
る
人
気
ぶ

り
で
、
平
日
で
も
多
く
の
お
客
様

が
来
館
し
て
い
ま
し
た
。

令和7年10月号

富
士
山
と
海
を
見
な
が
ら
考
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

●
佐
藤
雅
彦
氏
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計
画
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●

戸
田
支
所
青
年
部
活
動

部
田
神
社
祭
典
に
出
店

戸
田
支
所 

合
同
視
察
研
修

マ
ス
コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施
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『
練
り
切
り
』づ
く
り
講
習

『
練
り
切
り
』づ
く
り
講
習
於
:
９
月
２２
日

　

沼
津
市
商
工
会

原
支
所
女
性
部
講
習
会

　

最
近
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
の　
　

　
　

で
紹
介
さ
れ
る
曲
を
聴
く
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
「
こ
う
い
う

曲
好
き
な
人
は
聴
い
て
み
て
」
と

い
う
一
言
に
、
曲
の
一
部
が
流
れ

る
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
す
が
、
押

し
付
け
ず
に
興
味
を
か
き
立
て
る

巧
み
な
仕
組
み
で
す
。

　

そ
の
曲
を
検
索
し
て
聴
く
と
、

Ａ
Ｉ
が
私
の
好
み
を
読
み
取
る
よ

う
で
、
似
た
曲
の
動
画
を
提
案
し

て
き
ま
す
。
三
割
ほ
ど
の
確
率
で

「
当
た
り
」
と
思
え
る
提
案
が
あ

り
、
精
度
に
感
心
す
る
一
方
、
末

恐
ろ
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お　
　
　
　

に
は
、
地
元
の

名
所
や
飲
食
店
を
紹
介
す
る
動
画

も
数
多
く
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
会
員
事
業
所
の
お
店
も
登

場
し
て
お
り
、
実
際
に
来
店
者
が

増
え
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
事
例
を
見
る
と
、
シ
ョ
ー

ト
動
画
の
発
信
力
は
侮
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
商
工
会
で
は
11
月
14

日
に
「
シ
ョ
ー
ト
動
画
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
が
旬

の
販
促
手
段
を
効
果
的
に
学
べ
る

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。      　
　

指
導
員
Y
K

   

指
導
員
だ
よ
り

原
の
二
団
体
に
所
属
し
て

　

徳
川
家
康
は
江
戸
幕
府
開
設
と

共
に
京
と
江
戸
の
間
に
五
十
三
の

宿
駅
を
設
け
、
原
宿
は
そ
の
一
つ

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
大
切
な
歴
史

文
化
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
歴
史

好
き
な
同
志
が
集
ま
り
組
織
し
た

の
が
「
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
」

で
す
。
会
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
（
文
芸
復

興
）

=

「
温
故
知
新
（
故
き
を
訪

ね
て
新
し
き
を
知
る
）
」
か
ら
命

名
し
、
平
成
九
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
年
五
回
の
学
習
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を

し
、
今
年
で
二
十
八
年
に
な
り
ま

す
。
私
も
二
代
目
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

会
と
し
て
は
「
原
の
家
号
」
・

「
原
の
屋
敷
神
と
講
」
を
冊
子
に

し
、
ま
た
原
全
域
の
石
造
物
の
調

査
を
し
ま
し
た
。
私
は
併
せ
て
原

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
も
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
は
原
地
区
を
観
光
な
ど
で
訪
ね

て
来
る
人
に
原
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
等
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
原

町
商
工
会
の
観
光
部
会
が
開
催
し

た
ガ
イ
ド
育
成
講
座
を
受
講
し
た

人
で
構
成
、
正
式
に
平
成
十
年
、

商
工
会
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
と
し
て
発
足
、
そ
の
後
、

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」
と
改
称
し
て
再
出

発
し
、
原 

浮
島
地
区
を
観
光
す

る
人
達
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

「
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
」
と

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ガ
イ
ド
の
会
」
は
原
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
生
涯
学
習

部
に
所
属
し
、
互
い
に
協
力
し
合

い
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
原
・
浮
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」
は
沼
津
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
・
戸
田
観

光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の
会
と

も
連
携
を
深
め
、
交
流
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
微
力
な
が
ら

二
つ
の
会
に
参
加
し
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
動
画
で
伝
え
る
魅
力

   

新
会
員
の
ご
紹
介（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

杉
山
大
助
（
戸
田
）

           

不
動
産
賃
貸
・
宿
泊

㈱
Ｍ
ｕ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
（
東
部
）

　

桑
原
大
樹　

製
造
業

浅
原
亮
弘
（
六
軒
町
） 
配
送
業

大
阪
た
こ
焼
き 

し
あ
わ
せ
や
（
愛
鷹
）

　

田
中
ま
な
み　

移
動
販
売

Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ 

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
c
ｅ
（
富
士
）

　

三
橋
賢　

菓
子
製
造
小
売

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ　

Ｎ
ａ
ｉ
ｌ
（
六
軒
町
）

　

鷲
山
沙
弥
佳　

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
22
日
（
月
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
指
定
し
て

い
な
い
原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

様
々
な
場
面
で
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
受
け
、
本
会
で
は
９
月
17
日
、

10
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
販

促
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
神
南
臣
之

輔
先
生
を
お
迎
え
し
、
標
記
の
テ

ー
マ
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
「　
　
　
　
　

の
基
本

と
活
用
体
験
」
と
題
し
、
Ａ
Ｉ
の

基
本
的
な
仕
組
み
や
操
作
方
法
、

活
用
事
例
に
つ
い
て
、
２
日
目
は

「
『
Ａ
４
』
１
枚
ア
ン
ケ
ー
ト
×

　
　
　
　
　

で
伝
わ
る
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
、
チ
ラ
シ
や
S
N
S
な

ど
実
務
で
役
立
つ
具
体
的
な
発
信

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
は
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で

進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
で
利
用
す
る
だ
け
な
ら
便
利
で

す
が
、
効
果
的
な
情
報
発
信
（
＝

売
れ
る
広
告
）
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
に
適
切
な
指

示
を
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
の
基
礎

を
わ
か
り
や
す
く
理
解
で
き
た
」

「
自
社
の
業
務
改
善
に
取
り
入
れ

る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
事
業
活
動
に

対
す
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

本
会
が
策
定
し
た
経
営
発
達
支

援
計
画
で
は
「
小
規
模
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
11

月
に
は
「
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
編
集

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
、
12
月
に
は

「　
　
　

を
活
用
し
た
業
務
改
善

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の

活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

伝
わ
る
発
信
実
施
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
支
援
事
業
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